
ドラム缶工業会は持続可能な開発目標 (SDGs) を支援しています。

ドラム缶は
SDGsの
実現に最適な
産業容器です

ドラム缶工業会・会員各社は安全で高品質の鋼製ドラム缶の
安定供給を通じ、循環型社会の形成、資源の有効利用、環境
保全に取り組み、持続可能な社会の実現に貢献します。

ドラム缶は
地球環境を守ります
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関連する
SDGsのゴール

国連勧告決議:国連/危険物等海上輸送国際基準検討会

ドラム缶は 1903年にアメリカ
で発明され、その後、全世界
どこでも使える安全な容器と
して、100年以上にわたり国
境を越え流通しています。

国際連合の基準をはじめ国内
外の規格に準拠し、耐久性・
耐火性に優れた容器として、危
険物の安全輸送、保管・貯蔵
手段に高い信頼を得ています。

日本では1年間に新缶(約1,400万缶)、更生缶（約1,000万缶）を
合わせ東京ドームの約4杯分の容量が使用されています｡

UN/SCETDG : Sub-Committee of Experts on the Transport of Dangerous Goods

認証を得ている団体

ドラム缶のはじまり 安全性の基準と信頼

国際規格
ISO : International Organization for Standardization

国内規格
JIS : Japanese Industrial Standards

国内法規:消防庁(陸上輸送)、国土交通省(海上・航空輸送)の法令

ドラム缶は国連が定めた
世界標準に基づく安全性の
高い産業容器です

Part
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Safety Industrial Container
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200L鋼製ドラム缶は
省資源を実現するリ
デュース（薄手化）の
ニーズに対応した製品
を取りそろえています。

ドラム缶は一度使用され
たあと複数回のリユース
（再使用）が可能で、他素
材の容器に比べて大 き
な特長となっています。

最終の使用後はスク
ラップ回収され、製鉄
原料としてリサイクル
（再生利用）されます。

リユース比率は約
60%、再資源化の
リサイクル比率は
実質100% です。

 ドラム缶は3Rの
優等生ですPart

2
Reduce, Reuse, Recycle

裏面につづく

関連する
SDGsのゴール

Reuse RecycleReduce

新ドラム缶
メーカー

鉄鋼
メーカー

再生ドラム缶
メーカー

鋼 板

使用済みドラム缶
ドラム缶

スクラップ

輸 送

ドラム缶

 繰り返し再使用し、
廃棄物を削減する 

Reuse

ドラム缶ユーザー
石油化学・塗料・食料品

内容物
取り出し、
使用

内容物
充塡

【資源の使用を削減する 】

Reduce
【 再資源化し、再生利用する 】

Recycle

じゅうてん
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ドラム缶メーカーは、環境への影響を最小限に抑えた製品
開発や、製造工程における環境負荷低減のための設備投資、
操業技術の改善により、環境保全に貢献しています。

ドラム缶は、開発から
製造まで一貫して
環境保全に取り組んでいます

外面塗料の
オール重金属
フリー化

標準色14色の
推奨による
溶剤使用量
削減・VOC低減

危険物、有害
廃棄物の運搬・
保管工程に

おける漏えい対策

省エネ、省資源、
温室効果ガス
削減の対策

製造工程
における

廃液、排ガス、
騒音などの対策

Environmental protection

関連する
SDGsのゴール
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国連-危険物輸送専門家小委員会
UN-SCETDG : United Nations - Sub-Committee of Experts on the Transport of Dangerous Goods

国際海事機関の貨物運送小委員会
IMO-CCC : International Maritime Organization, Sub-Committee on Carriage of Cargo and Containers

国際標準化機構-包装に関する技術委員会
ISO-TC122 : International Organization for Standardization - Technical Committee 122 “Packaging”

国際鋼製ドラム製造業者連合会（米国、欧州、日本）
ICDM : International Confederation of Drum Manufacturers

アジア・オセアニア鋼製ドラム製造者協会（日本はアジア・オセアニア地区の代表）
AOSD : Association of Asia-Oceanic Steel Drum Manufacturers

Coexistence with society

 ドラム缶は社会と
共生しています

ドラム缶は、電気や水道と同様
に、人々の暮らしを支える食料、
医療、エネルギー、化学などの分
野で、原料や製品の輸送や保管
に欠かせない基幹インフラ（エッ
センシャルビジネス）として、全世
界のサプライチェーンに貢献して
います。

ドラム缶工業会は、国連の危険物輸送
小委員会（UN-SCETDG）ならびに国際
海 事 機関の貨物運 送 小 委 員会
（IMO-CCC）の一員として安全輸送の
モデル規則の制定に参加し、またISO
（国際標準化機構）のTC122（包装に関
する技術委員会）の一員として国際規
格の標準化活動を行っています。

サプライチェーンの役割

また、民間レベルでの国際組織（ICDM、AOSD）の主要国として、海外のドラム
缶工業会との国際交流、情報交換を行い、ドラム缶の利便性や環境保全のさ
らなる向上を図っています。

海外のドラム缶工業会との交流

危険物輸送の
国際標準化の活動

ドラム缶工業会が
加盟している
国際組織

関連する
SDGsのゴール



項目 内 容 ゴ ー ル ターゲット

全世界で流通

・ドラム缶は 1903 年にア
メリカで発明され、その後、
全世界どこでも使える安全
な容器として100年以上に
わたり国境を越え流通して
いる。

・ドラム缶は、電気や水道
と同様に、人々の暮らしを
支える食料、医療、エネ
ルギー、化学などの分野で
製品の輸送や保管に欠かせ
ない安価な基幹インフラ
(エッセンシャルビジネス )
として、全世界のサプライ
チェーンに貢献している。

9.1

経済発展と福祉を支える持続可能で強
きょう じ ん

靭なイン
フラを開発する
すべての人々に安価で公平なアクセスに重点を
置いた経済発展と人間の福祉を支援するために、
地域・越境インフラを含む質の高い、信頼でき、
持続可能かつ強靱 ( レジリエント ) なインフラ
を開発する。

12.5

廃棄物の発生を大幅に削減する
2030 年までに廃棄物の発生防止、削減、再生
利用及び再利用により、廃棄物の発生を大幅に
削減する。

世界標準に
基づく安全性の
高い容器

・国際連合の基準をはじめ
国内外の規格に準拠し、耐
久性・耐火性に優れた容器
として危険物の安全輸送、
保管・貯蔵手段として高い
信頼を得ている。

14.1

海洋汚染を防止・削減する
2025 年までに、海洋ごみや富栄養化を含む、
特に陸上活動による汚染など、あらゆる種類の
海洋汚染を防止し、大幅に削減する。

資源の有効活用

循環型社会の
形成への貢献

【Reduce】
•200L 鋼製ドラム缶は省
資源を実現するリデュース
( 薄手化 ) のニーズに対応
した製品を取りそろえてい
る。

【Reuse】
・ドラム缶は、一度使用さ
れたあと複数回リユース
( 再使用 ) が可能で、他素
材容器 ( プラスチック、木
材、ガラス、紙等 ) に比べ
大きな特長となっている。

【Recycle】
・最終の使用後はスクラッ
プ回収され、鉄鋼原料とし
てリサイクル ( 再利用 ) さ
れている。

・リユース比率は約 60%、
資源としてのリサイクル比
率は実質100%となってい
る。

9.4

資源利用効率の向上とクリーン技術及び環境に
配慮した技術・産業プロセスの導入拡大により
持続可能性を向上させる
2030 年までに、資源利用効率の向上とクリー
ン技術及び環境に配慮した技術・産業プロセス
の導入拡大を通じたインフラ改良や産業改善に
より、持続可能性を向上させる。すべての国々
は各国の能力に応じた取り組みを行う。

12.2

天然資源の持続可能な管理及び効率的な
利用を達成する
2030 年までに天然資源の持続可能な管理及び
効率的な利用を達成する。

12.5

廃棄物の発生を大幅に削減する
2030 年までに廃棄物の発生防止、削減、再生
利用及び再利用により、廃棄物の発生を大幅に
削減する。

13.1

気候関連災害や自然災害に対する
強靭性 (レジリエンス )及び適応の能力を強化
気候関連災害や自然災害に対する強靭性と適応
能力を強化する。

13.3

気候変動対策に関する教育、啓発、
人的能力及び制度機能を改善する
気候変動の緩和、適応、影響軽減及び早期警戒
に関する教育、啓発、人的能力及び制度機能を
改善する。

項目 内 容 ゴ ー ル ターゲット

環境への影響を
最小限に抑えた
製品開発

製造工程に
おける

環境負荷低減の
ための設備投資、
操業技術改善

・外面塗料のオール重金属
フリー化・標準 14 色の推
奨による溶剤使用量削減・
VOC低減

・危険物、有害廃棄物の運
搬・保管工程における漏え
い対策・製造工程における
廃液、排ガス、騒音などの
対策・省エネ、省資源、温
室効果ガス削減の対策

6.3

さまざまな手段により水質を改善する
2030 年までに、汚染の減少、投棄の廃絶と有
害な化学物・物質の放出の最小化、未処理の排
水の割合半減及び再生利用と安全な再利用の世
界的規模で大幅に増加させることにより、水質
を改善する。

7.3
エネルギー効率の改善率を増やす
2030 年までに、世界全体のエネルギー効率の
改善率を倍増させる。

11.6

大気や廃棄物を管理し、都市の環境への
悪影響を減らす
2030 年までに、大気の質及び一般並びにその
他の廃棄物の管理に特別な注意を払うことによ
るものを含め、都市の一人当たりの環境上の悪
影響を軽減する。

12.4

化学物質や廃棄物の適正管理により
大気、水、土壌への放出を減らす
2020年までに、合意された国際的な枠組みに従い、
製品ライフサイクルを通じ、環境上適正な化学物
質やすべての廃棄物の管理を実現し、人の健康や
環境への悪影響を最小化するため、化学物質や廃
棄物の大気、水、土壌への放出を大幅に削減する。

13.3

気候変動対策に関する教育、啓発、
人的能力及び制度機能を改善する
気候変動の緩和、適応、影響軽減及び早期警戒
に関する教育、啓発、人的能力及び制度機能を
改善する。

サプライ
チェーン
への貢献

・人々の暮らしに欠かせな
い基礎産業品 ( エッセン
シャルビジネス）として、
社会生活を支えるサプライ
チェーンに貢献している。

9.1

経済発展と福祉を支える持続可能で強
きょう じ ん

靭なイン
フラを開発する
すべての人々に安価で公平なアクセスに重点を
置いた経済発展と人間の福祉を支援するために、
地域・越境インフラを含む質の高い、信頼でき、
持続可能かつ強靱 ( レジリエント ) なインフラ
を開発する。

グローバル
パートナー
シップの構築

・ドラム缶工業会は鋼製ド
ラム缶の国際組織（欧・米
との ICDM、アジアでの
AOSD）の一員として、民
間レベルでの国際交流、情
報交換・共有を行い、ドラ
ム缶の利便性や環境保全の
さらなる向上のための活動
に努めている。

・日本国内だけでなく、海
外も含めいろいろな業界の
パートナーとしてつながっ
ていくことを目指している。

13.b

気候変動関連の効果的な計画策定と管理のため
の能力を向上する
メカニズムを推進する
後開発途上国、小島嶼開発途上国、女性や青年、
地方及び社会的に疎外されたコミュニティーに
焦点を当てることを含め。

17.6

科学技術イノベーションに関する国際協力を向
上させ、知識共有を進める
科学技術イノベーション (STI) 及びこれらへのア
クセスに関する南北協力、南南協力及び地域的・
国際的な三角協力を向上させる。また、国連レベ
ルをはじめとする既存のメカニズム間の調整改善
や、全世界的な技術促進メカニズムなどを通じて、
相互に合意した条件において知識共有を進める。

世
界
共
通
の
産
業
用
容
器

3
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ドラム缶とSDGsターゲットのひも付け①



項目 内 容 ゴ ー ル ターゲット

全世界で流通

・ドラム缶は 1903 年にア
メリカで発明され、その後、
全世界どこでも使える安全
な容器として100年以上に
わたり国境を越え流通して
いる。

・ドラム缶は、電気や水道
と同様に、人々の暮らしを
支える食料、医療、エネ
ルギー、化学などの分野で
製品の輸送や保管に欠かせ
ない安価な基幹インフラ
(エッセンシャルビジネス )
として、全世界のサプライ
チェーンに貢献している。

9.1

経済発展と福祉を支える持続可能で強
きょう じ ん

靭なイン
フラを開発する
すべての人々に安価で公平なアクセスに重点を
置いた経済発展と人間の福祉を支援するために、
地域・越境インフラを含む質の高い、信頼でき、
持続可能かつ強靱 ( レジリエント ) なインフラ
を開発する。

12.5

廃棄物の発生を大幅に削減する
2030 年までに廃棄物の発生防止、削減、再生
利用及び再利用により、廃棄物の発生を大幅に
削減する。

世界標準に
基づく安全性の
高い容器

・国際連合の基準をはじめ
国内外の規格に準拠し、耐
久性・耐火性に優れた容器
として危険物の安全輸送、
保管・貯蔵手段として高い
信頼を得ている。

14.1

海洋汚染を防止・削減する
2025 年までに、海洋ごみや富栄養化を含む、
特に陸上活動による汚染など、あらゆる種類の
海洋汚染を防止し、大幅に削減する。

資源の有効活用

循環型社会の
形成への貢献

【Reduce】
•200L 鋼製ドラム缶は省
資源を実現するリデュース
( 薄手化 ) のニーズに対応
した製品を取りそろえてい
る。

【Reuse】
・ドラム缶は、一度使用さ
れたあと複数回リユース
( 再使用 ) が可能で、他素
材容器 ( プラスチック、木
材、ガラス、紙等 ) に比べ
大きな特長となっている。

【Recycle】
・最終の使用後はスクラッ
プ回収され、鉄鋼原料とし
てリサイクル ( 再利用 ) さ
れている。

・リユース比率は約 60%、
資源としてのリサイクル比
率は実質100%となってい
る。

9.4

資源利用効率の向上とクリーン技術及び環境に
配慮した技術・産業プロセスの導入拡大により
持続可能性を向上させる
2030 年までに、資源利用効率の向上とクリー
ン技術及び環境に配慮した技術・産業プロセス
の導入拡大を通じたインフラ改良や産業改善に
より、持続可能性を向上させる。すべての国々
は各国の能力に応じた取り組みを行う。

12.2

天然資源の持続可能な管理及び効率的な
利用を達成する
2030 年までに天然資源の持続可能な管理及び
効率的な利用を達成する。

12.5

廃棄物の発生を大幅に削減する
2030 年までに廃棄物の発生防止、削減、再生
利用及び再利用により、廃棄物の発生を大幅に
削減する。

13.1

気候関連災害や自然災害に対する
強靭性 (レジリエンス )及び適応の能力を強化
気候関連災害や自然災害に対する強靭性と適応
能力を強化する。

13.3

気候変動対策に関する教育、啓発、
人的能力及び制度機能を改善する
気候変動の緩和、適応、影響軽減及び早期警戒
に関する教育、啓発、人的能力及び制度機能を
改善する。

項目 内 容 ゴ ー ル ターゲット

環境への影響を
最小限に抑えた
製品開発

製造工程に
おける

環境負荷低減の
ための設備投資、
操業技術改善

・外面塗料のオール重金属
フリー化・標準 14 色の推
奨による溶剤使用量削減・
VOC低減

・危険物、有害廃棄物の運
搬・保管工程における漏え
い対策・製造工程における
廃液、排ガス、騒音などの
対策・省エネ、省資源、温
室効果ガス削減の対策

6.3

さまざまな手段により水質を改善する
2030 年までに、汚染の減少、投棄の廃絶と有
害な化学物・物質の放出の最小化、未処理の排
水の割合半減及び再生利用と安全な再利用の世
界的規模で大幅に増加させることにより、水質
を改善する。

7.3
エネルギー効率の改善率を増やす
2030 年までに、世界全体のエネルギー効率の
改善率を倍増させる。

11.6

大気や廃棄物を管理し、都市の環境への
悪影響を減らす
2030 年までに、大気の質及び一般並びにその
他の廃棄物の管理に特別な注意を払うことによ
るものを含め、都市の一人当たりの環境上の悪
影響を軽減する。

12.4

化学物質や廃棄物の適正管理により
大気、水、土壌への放出を減らす
2020年までに、合意された国際的な枠組みに従い、
製品ライフサイクルを通じ、環境上適正な化学物
質やすべての廃棄物の管理を実現し、人の健康や
環境への悪影響を最小化するため、化学物質や廃
棄物の大気、水、土壌への放出を大幅に削減する。

13.3

気候変動対策に関する教育、啓発、
人的能力及び制度機能を改善する
気候変動の緩和、適応、影響軽減及び早期警戒
に関する教育、啓発、人的能力及び制度機能を
改善する。

サプライ
チェーン
への貢献

・人々の暮らしに欠かせな
い基礎産業品 ( エッセン
シャルビジネス）として、
社会生活を支えるサプライ
チェーンに貢献している。

9.1

経済発展と福祉を支える持続可能で強
きょう じ ん

靭なイン
フラを開発する
すべての人々に安価で公平なアクセスに重点を
置いた経済発展と人間の福祉を支援するために、
地域・越境インフラを含む質の高い、信頼でき、
持続可能かつ強靱 ( レジリエント ) なインフラ
を開発する。

グローバル
パートナー
シップの構築

・ドラム缶工業会は鋼製ド
ラム缶の国際組織（欧・米
との ICDM、アジアでの
AOSD）の一員として、民
間レベルでの国際交流、情
報交換・共有を行い、ドラ
ム缶の利便性や環境保全の
さらなる向上のための活動
に努めている。

・日本国内だけでなく、海
外も含めいろいろな業界の
パートナーとしてつながっ
ていくことを目指している。

13.b

気候変動関連の効果的な計画策定と管理のため
の能力を向上する
メカニズムを推進する
後開発途上国、小島嶼開発途上国、女性や青年、
地方及び社会的に疎外されたコミュニティーに
焦点を当てることを含め。

17.6

科学技術イノベーションに関する国際協力を向
上させ、知識共有を進める
科学技術イノベーション (STI) 及びこれらへのア
クセスに関する南北協力、南南協力及び地域的・
国際的な三角協力を向上させる。また、国連レベ
ルをはじめとする既存のメカニズム間の調整改善
や、全世界的な技術促進メカニズムなどを通じて、
相互に合意した条件において知識共有を進める。
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ドラム缶とSDGsターゲットのひも付け②



ドラム缶工業会
〒103-0025 

東京都中央区日本橋茅場町3-2-10(鉄鋼会館6階)
　 03-3669-5141 　   drum.pail@jsda.gr.jp
　http://www.jsda.gr.jp/

会 員 会 社

森島金属工業株式会社
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